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研究成果の概要（和文）：時間や空間を超えたネットの世界であるが、東京・大阪・広島での調査と中国南京・上海・
西安での調査を通じて、ネット用語の広がりには地域差や社会差のあることが分かった。東京では平均的に中心部から
周辺部に広がるのに対して、大阪では広がる語に、面白い語といった偏りが見られた。一方中国では教育差が大きくか
かわっていることが明らかになった。
　研究グループのメンバーで、国際会議に二回参加し、アジア・ヨーロッパの研究者とネット用語について議論できた
。それぞれの国でもネット用語への関心が高まっており、今後の共同研究への体制作りができたことは大きな成果とな
った。

研究成果の概要（英文）：We think that Internet exceeded timw and space.However it turned out through inves
tigationinTokyo,Osaka,andHiroshima,andinvetigationinChinaNanjing,Shanghai,aind Hsian that there are region
al difference and a social difference in a spread of the net term.
 In Tokyo, it spreads from the central part to a neighboring part on the average.In Osaka,"The interesting
 word"has spread.It became clear in China that an educational difference is a major factor.
 The research group's member participated in the international conference twice,and argued with the reseac
her of Asia and Europe about the net term.The concern about a net term is high and it is a big result that
 organization to joint research was made.    

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： ネット用語　ケータイ用語　情報行動　地域性　日中対照

言語学・日本語学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
研究の特徴は、日本とは大きく異なる言

語体系、言語政策、経済、文化、社会制度
下にある中国の若者との、コミュニケーシ
ョン行動の対照研究や欧米での研究と連携
して、若者語の特徴や、誕生、発展、歴史、
あるいはネット・ケータイの使用状況およ
び使用意識の、何が普遍的なもので、何が
独自性なのか、どのような規則が潜んでい
るかなどを解明することである。 
日本では、若者語についての研究は特

に 90 年代に活発に行われている。さらに、
ネット用語、携帯用語の研究（田中など）、
方言意識の地域性やコミュニケーション
の志向性の時代性も陣内・友定らの研究
があり、方言と共通語の言語接触による
状況についても報告されている（高木な
ど）。 
一方、中国においては、若者語の研究

は最近になって現れはじめている。中国
の高度経済成長に伴い、多くの若者が「娯
楽」等の目的をもって、若者語をネット
などで日常的に使用しはじめ、それを研
究する動きが、特に南京大学の徐大明教
授を中心とする研究チームによって、本
格的に始まろうとしている。友定らは、
現在南京大学の研究チームと連携し、「日
中若者語研究プロジェクト」を結成し、
2009 年 9月に「第一回日中若者語研究ワ
ークショップ」を南京大学で、2010 年 6
月には吉林大学で第二回ワークショップ
を開催した。日中対照による、若者の情
報行動研究を始めている。 
ネット・ケータイによる若者のコミュ

ニケ―ションは、ますますその重みを増
しており、最も大事なコミュニケーショ
ン手段になっている。むしろ大事なこと
ほどメールで相談するという若者も珍し
くはない。最近の調査によると、女子高
校生がスマートフォンを見ている時間は、
平均して、一日六時間半ということであ
る。 
 今後ますますネット・ケータイによる情報
行動の分析が進められる必要がある。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、若者のネット・ケータイによる
情報行動における、若者語やネット用語の
使用状況・使用意識、コミュニケーション
の志向性などに基づいて、若者の情報行動
に関する新たな理論提示を目的とするもの
である。そのために、異なる状況下にある
若者の対照研究が必須であり、日本の若者
についての調査研究の精度をあげるととも
に、異なる言語体系・言語政策、異なる歴

史・経済・文化・社会背景下にある中国の
若者との対照研究とともに、欧米で行われ
ている研究とも連携して、目的を達しよう
とするものである。 
 
３．研究の方法 
 
（１）本研究は日本と中国で若者のネッ
ト・ケータイによる情報行動に関する調査
を行う必要がある。そのため、まず、23 年
度に東京と南京で集中調査をして、それを
踏まえて調査内容を確定し、24 年度、25
年度で、共通の調査票を用いて、日本８地
点・中国６地点の調査を実施する。インタ
ビュー調査および座談会を開く等の調査方
法を取る。 
（２）次に、異なる社会体制、異なる文化、
異なる経済成長の背景下における日中若者
語の特徴、若者のコミュニケーションの志
向性、日中若者の世界観、若者語使用によ
る生活態度、評価等を明らかにするため、
アンケート調査、インタビュー調査を実施
する。 
（３）平成 23 年にヨーロッパの SNS 研究
会に参加する。 

(４) 25 年度、「若者の情報行動研究国際
シンポジウム」を開催し、社会へ発信する。 
若者の情報行動を、「言語のレベル」「心理
のレベル」「社会のレベル」で解明するもの
であり、社会言語学そのものの理論的発展
に寄与することができる。 
 
４．研究成果 
 
研究成果を大きく三つに分けてあげる。 
(1) 日本と中国それぞれ三都市での調査 

ネット用語の広がりについて、日中対照 
的な考察をすべく、日本では東京・大阪・広
島の三都市、中国では、南京・上海・西安の
三都市で調査を行った。その結果、ネット用
語の拡散について、東京では、中心部から周
辺部に均等に広がっていくのに対し、大阪で
は、「面白い語」の広がりが目立つという偏
りが顕著に見られた。また広島では、東京に
比べ、ネット用語の広がりが遅かった。時間
や空間を超えしたものと考えられやすいネ
ットであるが、それを通じての語の広がりに
は、地域差が明瞭になった。一方、中国では、
ネット用語の認知・広がりについて、三都市
ともに、教育レベルの差が大きくかかわって
いることが明らかになった。社会的条件が大
きく関係していた。 
 
(2) 第一回アジア未来会議での議論 

2013 年 3月にバンコクで開催された、第 
一回アジア未来会議で、ネット用語に関する
セッションが設置され、日本・中国それぞれ
三人ずつが発表し、アジア各地から参加した
研究者と議論することができた。アジア各国
において、若者のコミュニケーションにおけ



るネット・ケータイの重要性は同じように高
まっており、ネット用語の研究は重要なテー
マであることが確認された。 
(3)第 11回都市言語研究国際シンポジウムの
開催。 
 2013 年 8 月に広島において、「メディアと
言語」をメインテーマとして、標記のシンポ
ジウムを開催した。中国・シンガポール・ア
メリカ・イスラエルなど外国からの参加が約
40 名、日本各地からの参加者が約 50 名で、
活発な討論が行われた。都市化に伴うメディ
アの複雑化とそれに伴う言語の様相は、これ
からの社会言語学の主要なテーマであり、協
力して研究を進めていくことが確認された。 
上記のアジア未来会議を含め、各国の研究者
と強固な協力体制が確立できたのは、大きな
成果である。 
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